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要 旨
本研究は友人関係の接触場面において中国人日本語学習者と日本語母語話者との会話の中で中国人
日本語学習者による話題転換について考察したものである。会話参加者の相互行為の特徴という視点
から考察を行い、そして「発話の順番取りシステム」という観点を利用して会話参加者の会話の細部
を考察した。
〔キーワード〕 話題転換 接触場面 日本語会話
1 ．はじめに
本研究では、友人関係の下で中国人日本語学習者と日本語母語話者の会話において、中国人日本語
学習者による話題転換について考察を行う。
日本語母語話者と非母語話者による会話は接触場面の会話と定義されている。日本に留学してきた
日本語学習者は日本語能力が上級になっても、「日本語で会話するときに何を話したらいいかわから
ない」「自己紹介の段階にスムーズに話せるけど、次に話題が出てこない」「話題を換えたいときに、
どうすればいいかわからない」といった困っているときがよくある。つまり、初対面のような場面だ
けでなく、雑談という分野でも情報交換のため、友人関係を保つため、自由に会話を楽しむのが日本
語学習者の望みと言える。
前述のような困っている状況への改善とし、接触場面の会話における中国人日本語学習者による話
題転換の実態を明らかにすることが本研究の目的である。
2 ．先行研究
話題転換のパターンに関する研究はこれまで主に二つの視点から考察されている。話題の内容と会
話の内容との関連性（南1981；Brinton & Fujiki1984）と会話参加者の相互行為の特徴（村上・熊取谷
1995；West & Garcia1988；楊 2009）である。すなわち、話題はどのように会話の内容や会話の場面
と繋がっているかについてである。
許（2015）により、友人関係の接触場面において、中国人日本語学習者が話題転換をするときには、
導入した話題の内容が先行話題の内容と関連が全くないとは言えないが、会話の進行中に突然先行話
題と異なる方向である話題を転換する傾向があると、接触場面での中国人日本語学習者による話題転
換は連想という観点からみると、中国人日本語学習者の自分の経験や知っている範囲から連想してく
＊：中国厦門大学嘉庚学院日本語科
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る話題が特徴であると分かった。しかし、前述した考察の結果は主に話題の内容と会話の内容との関
連性という視点からである。会話参加者の相互行為の特徴という視点から十分な考察が行われてい
ない。
村上・熊取谷（1995）とWest & Garcia（1988）は会話参加者の相互行為について、それぞれ話題
転換のパターンを「継続型」、「断絶型」「割り込み型」と「協働的転換」「断絶的転換」「一方的転
換」に定義している。そこで、本研究では前述の分類に参考し、接触場面の会話参加者の相互行為と
いう視点において、中国人日本語学習者による話題転換のパターンをさらに一歩進んで考察する。
3 ．分析方法
3.1 会話データの収集
会話資料収録に協力してくれたのは、Z大学のあるコースの中国人日本語学習者と同コースの日本
語母語話者、合計 8名である。人間関係は新学期が始まり、知り合って 3ヶ月ほどである。
NNS×NS（3組） 調査時期 総文字化分数 NS×NS（3組） 調査時期 総文字化分数
CF1×JF1 2009・6・11 32 分 01×02（JF） 2010・6・29 25 分
CF2×JM2 2009・6・11 38 分 02×03（JF） 2010・6・29 25 分
CF3×JM2 2009・6・16 22 分 03×01（JF） 2010・7・01 25 分
録音された音声・文字化された資料は、個人や団体名が特定されないように匿名性を守り、研究目
的以外には一切使用しないということを前提に受諾していただき、2009 年夏ごろと 2010 年夏ごろに
計 2回六つの会話が収録されたものである。会話協力者には収録特別な内容の指示を与えず、自由な
会話を行うように指示した。それぞれ 25 分ほどの会話を収録した。
3.2 会話の文字化方法
本研究では会話分析のシークエンス記述方法を用いるため、本研究の会話の文字化方法は、会話分
析の分野において広く使われている Jefferson, G.（2004）によって開発された転写システムに基づい
ている。以下は、会話資料のトランススクリプトに使用した記号である。論文に挙げた会話例は、作
業協力者のネイティブチェックを受けている。
． 語尾の音が下がって区切りがついたことはピリオドで示される
， 音が少し下がって弾みがついていることはコンマで示される
？ 語尾の音が上がっているときには疑問符で示される
［ 複数の参与者の発する音声が重なり始めている時点は、右開きの角括弧によって示される
］ 重なりの終わりは左開きの角括弧によって示される
＝ 二つの発話が途切れなく密着していることは、その間にイコールによって示される
（ ） 聞き取り不可能な箇所は、（ ）で示される。空白の大きさは、聞き取り不可能な音声の相対的な長さに対応している
（m.n） 音声が途絶えている状態があるときは、その秒数がほぼ 0.2 秒ごとに（ ）内に示される
（．） 0.2 秒以下の短い間合いは、（ ）内にピリオドを打った記号によって示される
言葉： 直前の音が伸ばされていることは、コロンで示される。コロンの数は引き伸ばしの相対的な長さに対応している
h 呼気音は hで示される。
. h 吸気音は. h で示される。hの数は音の相対的な長さに対応している
ha/he/hi 笑いを表すときに用いる
言葉 音の強さは下線によって示される
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言葉 音が大きいことは、斜体を用いることで示される
゜ ゜ 音が小さいことは、該当箇所が゜で囲まれることにより示される
＞ ＜ 発話のスピードが目立って速くなる部分は、左開きの不等号と右開きの不等号で囲まれる
＜ ＞ 発話のスピードが目立って遅くなる部分は、右開きの不等号と左開きの不等号で囲まれる
3.3 話題転換に関する定義と会話資料
本研究では会話参加者の相互行為を考察するため、話題を「ある談話の塊で言及された事柄」と定
義する。さらに、ひとつの話題には必ず二つの特徴があると考えられる。ひとつは参加者のやり取り
を通して作り上げられていること。第二は同じ事柄をめぐって話を展開していることである。（会話
例 1）
1．CF1 私は天然パーマだから，
2．JF1 え［↑］［声が急に大きく］そうなの？
3．CF1 そう。
4．JF1 ヘえ：：
5．CF1 みえ、見えなかったの？
6． それは曲がってるでしょう？
7．JF1 え：、そう？
8． でも、まっすぐのほうじゃない？
9． ストレートパーマかけてる？
10．CF1 あん、ストレートと、
11．JF1 あ、そうなんだ。
12．CF1 でも、この部分は、
13．JF1 うん。
14．CF1 新しく出てくる、
15．JF1 うん、うん。
16．CF1 髪だから、ちょっと雨の日は、（.）曲がくなる。
17．JF1 あ、そうなんだ！
18． hahahaha
19．CF1 うん、うん、うん。
20．JF1 ヘえ：
21． 知らなかった：
22．CF1 だから、いつもあま、雨の日に帽子をかける。
23．JF1 あ：
24． なるほどね。
25． ［hahahaha］
26．CF1 ［hahahaha］
1 行目から 26 行目まではCF1 の髪が天然パーマであるという事柄について、二人の会話参加者が
語っていることが分かる。
話題開始部と終了部の判定は楊虹（2009）の研究を参考に、筆者ともう一人の日本語母語話者とが
行った。
話題転換：先行研究における焦点とは異なる内容を会話の話題として確立させる一連の言語行動で
あると規定し、スムーズな話題転換とは、会話の参加者が先行話題を終了することをお互いに確認で
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き、合意した上で、新しい話題を導入するものである。
話題終了行動：先行話題を終了させる言語・非言語行動である。
3.4 分析方法
本研究では「話題転換のパターン」に着目して分析を行う。まず、抽出された話題転換の部分を分
析した。そして、「話題転換のパターン」については、会話参加者の相互行為という視点から考察し
た。この側面から中国人日本語学習者が話題転換をするとき、どのようなパターンがみられるかにつ
いて考察する。
3.5 分析対象および分析課題
話題転換とは、話題の終了部と後続話題の開始部が両方とも起き、ひとつの話題転換が行われるこ
とであると考えられる。
話題転換のプロセス
例：
1．CF1 そうですね。
2． 今でも、世界でも、平和と言わないね。








話題終了部
3．JF1 平和と言わないね。
4．CF1 うん。
5．（4.08）
6．JF1 いまわのきよしろう［忌野清志郎］って知ってる？
 話題開始部
日本の歌手なんだけど。
7．CF1 ふん：
本研究は、接触場面において中国人日本語学習者と日本語母語話者の会話における話題転換に焦点
をあてて、学習者による「話題転換のパターン」において、どのような相互行為がなされているかに
ついて、考察する。
4 ．結果
会話断片（4.01）
注目したいのは 14 行目と 32 行目だ。
1．JM2 ま、日本人は、日本人はね、中国っ、歴史が好きなんだ、結構。
2．CF3 あっ、そう［↑］ですか。
3．JM2 うん、だから：
4．CF3 ゜へ゜：
5．JM2 中国に行って、いろっ、いろんな、
6．CF3 ［あっ、そういえば、］
7．JM2 ［歴史のものを、見ていきたいの］
8．CF3 日本の方は敦煌にすごく興味を持っていますね。
9．JM2 あっ、それは：
10．CF3 ［シルク：シルクロード、
11．JM2 ［香港に行きたいのは若い女子だよ、
12． ［hahaha］
13．CF3 ［hahaha］
14． あっ、そう［↑］なん［↑］ですか。
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15．JM2 買い物に行きたいですよ、買い物に、
16． ［hahahaha］
17．CF3 ［あっ、そうなん［↑］ですか。］
18．JM2 ［hahahahaha］
19．CF3 ［はい、分かりました。］
20．JM2 ［hahahahaha］
21．CF3 ん：、［hehe］
22．JM2 ［hehehe］ちゃんと、ちゃんと、ある程度、教育を受けた人は、
23．CF3 ［hahaha］
24．JM2 ［hahaha］香港って言わないんだよ。
25．CF3 まさかかな、
26． ［haha］へ：
27．JM2 ［香港はブランド物が安いから、みんなそこへ行きたく、行きたがる。］
28．CF3 ［ん：］
29． そうですね。［heihei］
30．JM2 うん。
31．（2.0）
32．CF3 なんか、L（中国のある町の名前）にいたときは、すごく、なんか、
33． 日本人の伯父さんたちは、えと Lに行って、敦煌、敦煌学について、
34． 真剣に勉強しています。
35．JM2 そうだ！（笑）
敦煌が大好きだもんね。
36． 日本人。
37．CF3 大好きですね。
会話断片（4.01）において、1行目では、JM2 が発話をし、日本人が歴史について結構興味を持っ
ていると発話した。2行目では、CF3 は JM2 が話したことに対して知らないという反応で「あっ、
そう［↑］ですか。」という発話をした。3行目から 7行目までは短い時間で 1行目から 2行目まで
に示された「述べる－疑問－述べる」という連鎖が続いた。8行目では、CF3 が自らの聞いたイメー
ジから「日本人が敦煌に対する興味がある」と新しい話題を提供した。11 行目では、続きとし、
JM2 が敦煌を香港と聞き間違え、自ら香港という話題について語り始めた。同時に、10 行目にある
CF3 が自分で話したい敦煌について、少し話し続けた。13 行目から 30 行目までは、がCF3 に向け
て、香港について話したということが分かった。31 行目に 2秒の沈黙が生じ、32 行目から 34 行目ま
では、CF3 がもともと話したかった敦煌の話題を再び語り始めた。
上記に述べられた環境の中で、注目したいのは 14 行目と 32 行目である。
12 行目と 13 行目において、二人の話者は同時に大きい声で笑っている。14 行目に CF3 が「あっ、
そうなんですか。」と発話し、JM2 が聞き間違えた「香港」という話題に対し、訂正する行為がなく、
逆に JM2 が語った「香港」という新しい話題について話し続けた。しばらく後に、特に、31 行目で
2秒の沈黙が生じ、「香港」という話題について、終了してもいいという判断ができて、32 行目で
CF3 が再び「敦煌」という先行話題に転換した。
会話断片（4.02）
注目したいのはCF2 による話題転換の 1行目と 8行目と 19 行目だ。
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1．CF2 あの、JM2 さんは、いつタイに行きました？
2． 何年前？
3．JM2 僕はタイには一年間に 2回とか、3回とか、
4．CF2 いつから？
5．JM2 19（.）何だろうな、20 年ぐらい昔から、
6．CF2 20 年もたっ
7．（1.0）
8． たった？経ちました？え？経った？経ちました？両方ともいい？
9．（5.0）
10．CF2 20、
11．JM2 ん、経ちました、経ちました、経った、どちらでもいい。
12．CF2 ん、ん。
13．JM2 ちょっと待って、経った、そうしたら、完了形だよね。
14．CF2 ん、ん。
15． もう 20 年、きっ、
16．JM2 た、要するに、それはモダリティでたぶん。
17．CF2 hehehehe
18．JM2 だけど、同じ同じ、hehehehe
19．CF2 えっ［↑］きっかけは何ですか。
20．JM2 学会。
会話断片（4.02）では、注目したいのはCF2 による話題転換の 1行目と 8行目と 19 行目だ。1行
目では、CF2 が自ら話題を提供した。JM2 に向けて、いつタイに行ったかという質問をした。2行目
から 6行目までは全部タイに行った時間について、会話参加者が語った。8行目でCF2 が自分の話
した「経つ」という動詞の変形に自信がないため、JM2 に確認した。ここで「経つ」に関する新し
い話題だと見られる。9行目に 5秒のポーズが生じ、会話参加者が両方とも考えていると推測ができ
る。10 行目から 18 行目までは二人の会話参加者が「経つ」という動詞の変形について、話していた。
ただし、CF2 の発話を分析してみると、10 行目から 18 行目までにおいて、15 行目で先行話題に戻
るという指示があったとも分かった。19 行目で CF2 が話題を転換してもいいという判断ができ、先
行話題に戻らないけれども先行話題と関連があるタイに行くきっかけという話題を導入した。
会話断片（4.03）
注目したいのは 20 行目の CF1 による話題転換の方法だ。
1．JF1 中国帰って、教師やるの？
2．CF1 うん。
3．JF1 そっかぁ。
4．CF1 でも、中国の学歴社会だから、博士にならなければ、
5． あまり大学に入られない。
6．JF1 あっ、そうなの？
7．CF1 うん。もし、その、今の修士が卒業して、たぶん、
8． 専門学校のような学校に入る。
9．JF1 え［↑］まだ勉強するんだ。
10．CF1 いえいえいえ、あの、その専門学校の教師になって、
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11．JF1 あ！なるほどね。
12．CF1 ん、何年間になって
13．JF1 うん。
14．CF1 職業になって、うん、終わってから、また博士に勉強したい。
15． ん、そうしなければ、うん、仕事も穏やかできない。
16．JF1 そうだよね。
17．（3.0）
18．JF1 ショック、ショックね：
19． ゜や、大変゜
20．CF1 JF1 ちゃんは将来、何か。
21．JF1 ね、どうしようかな：と思ってさ：（笑）
会話断片（4.03）において、1行目では、JF1 によって、新しい話題が提供された。中国に帰って
教師やるのという質問をし、CF1 の答えを求めている。1行目から 19 行目までは中国で大学先生に
なるにはどのような条件が必要かという内容について二人の会話参加者が会話をした。17 行目で
3秒のポーズがあったけれども、CF1 がそれ以降再び発話がなく、18 行目で JF1 がまた先行話題に
ついて自分の感想を話した。20 行目では、CF1 が新しい話題を導入して、JF1 の将来の進路につい
て聞いた。
会話断片（4.04）
注目したいのは JF1 による話題の進行中にCF1 が話題転換をした現象だ。
1．JF1 西日暮里じゃないけど、この間、日暮里に行ってきた。
2．CF1 あん：
3．JF1 あの、日暮里、繊維会ってあるじゃん、
4．CF1 せんい？
5．JF1 うん、あのね、服の生地とか売っている。
6．CF1 服の生地、
7．JF1 そうそう、こういう
8．CF1 あ：
9．JF1 こういうのを、なんか、一メートル
10．CF1 あ：
11．JF1 200 円とかで、すごい安く売ってる、日暮里。
12．CF1 あ：知らない。
13．JF1 あるんだよ。
14．CF1 あ：ん、
15．JF1 そこに行ってきた。
16．CF1 うん、うん。
17．JF1 もう商店街みたいな感じで、あの、繊維、布屋さんもうぶぁーと、
18．CF1 あ：あ：行ったことないね。
19． 私はお宅みたいな女の子だから。
20．JF1 そうなの？［hahahaha］
会話断片（4.04）において、1行目から 18 行目までは二人の会話参加者は JF1 が行っていった日
暮里を中心にし、会話をした。ほかに、1行目から 18 行目までCF1 の発話が実質的な発話が少なく、
平安女学院大学研究年報 第 17 号 2016
－ 85－
相槌的な発話が多かったという点も分かった。さらに、19 行目で、CF1 の先行話題が進行中にもか
かわらず、自ら新しい話題を導入した。自分がオタクみたいな人間ということを語り始め、話題を転
換した。
5 ．考察
ここで考察の糸口を会話参加者の相互行為とする。村上・熊取谷（1995）は相互作用という側面か
ら分類している。その結果、「継続型」、「断絶型」「割り込み型」、という三つのパターンが見られた
と報告している。ポーズがあるかどうかによって、「継続型」と「断絶型」の区切り口となると述べ
られている。しかし、上記の会話例を見ると、話題を転換するときに、沈黙が生じる後に即時話題転
換が行われる例もある一方、沈黙が生じるにもかかわらず即時的に話題転換が行われない例もあった
ので、はたしてどのパターンに入れていいかと迷いがある。さらにデータを見ると、ポーズだけでパ
ターンに決められるのだろうかという疑問もあった。
楊（2009）は、接触場面全体では、漸次的終了と参加者間で協働的に話題を終了させる即時的終了
（一方型と突発型）の使用割合は拮抗し、基本的なパターンの存在を指摘することができなかったと
述べた。
話題転換における会話参加者の相互行為はすなわち参加者の発話行為だと考えられる。また、発話
文と発話文の関連も注目されている。たとえば、（4.04）の 18 行目と 19 行目、話者が同じであるけ
れども、すでに話題転換が行われている。単純にタイプまたパターンを区別することは極めて難しい
と思われる。先行研究の分類に入れられなく、会話には発話文と発話文が結びついているので、会話
データにおいて、もう少し細かいところを観察してみたい。
そこで、本研究は「発話の順番取りシステム」という観点を用い、収録した接触場面の会話データ
について、観察する。
発話の順番交替の仕方を次のようなルールのセットと定式化している。Sacks, Schegloff & Jefferson
（1978）によって、以下のように述べている。
（1）現在の順番における発言が最初の区切りにいたったとき、
（a）もしそれまでに、現在の話し手自身が次の話し手を選択したならば（呼びかけ＋質問等よ
り）、その選択されたものは、次に順番をとって発言する権利をえ、かつその義務を負う。
（b）もしそれまでに、現在の話し手自身が次の話し手を選択しなかったならば、現在の話し手
以外のものが自分で自分を次の話し手として選択してよい。そのとき最初に話し始めたも
のが、次の順番を取る権利をえる。そして、順番は替わる。
（c）もしそれまでに、現在の話し手が次の話し手を選択することなく、かつ現在の話し手とし
て選択するものもいないならば、現在の話し手が話し続けてよい。
（2）もしその最初の区切りにおいて、（1）の（a）も（1）の（b）も起こらず、結局（1）の（c）
にしたがって現在の話し手が話し続けることになるならば、（1）の（a）~（c）が次の区切
りでふたたび適用される。そして最終的に順番交替が達成されるまで、同じことが繰り返さ
れる。
収録したデータから見ると、現在の話し手が次の話し手を選択するパターンより、自己選択するパ
ターンの方が多く観察される。
たとえば、断片（4.01）において、
6．CF3 ［あっ、そういえば、］
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7．JM2 ［歴史のものを、見ていきたいの］
8．CF3 日本の方は敦煌にすごく興味を持っていますね。
9．JM2 あっ、それは：
6行目にあるCF3 の発話で自分で発話権利を取るという指示がもう出た。7行目で、JM2 がまだ先
行話題について、語り続いた。発話権利を譲り合うというサインを与えていない。8行目にCF3 が
また発話権利を取るという意思を示し、さらに発話文を入れた。9行目に JM2 がそれを受けいれ、
8行目のCF3 の発話に対して語った。
類似の例もある。断片（4.04）
17．JF1 もう商店街みたいな感じで、あの、繊維、布屋さんもうぶぁーと、
18．CF1 あ：あ：行ったことないね。
19． 私はお宅みたいな女の子だから。
20．JF1 そうなの？［hahahaha］
17 行目で、JF1 がまだ日暮里の商店街について語っているところ、18 行目で CF1 がもうすでに発
話権利を取ってもよいと判断し、19 行目で「発話の順番取りシステム」による JF1 の発話権になる
けれども、CF1 が JF1 の発話権をパスし、自ら新しい話題を出した。
話題の終了が会話参加者たち自身より協同で成し遂げられていくこと、上記のように「発話の順番
取りシステム」に基づき、話題転換をこのように見ることが可能となる。中国人日本語学習者による
話題転換は、第一に、相手が発話権を譲っていないにもかかわらず、発話権を自己選択で後続話題を
導入する傾向がある、第二に、相手の発話権をパスし、自ら新しい話題を導入するという特徴がある。
6 ．まとめと今後の課題
本稿は許（2015）の続きとし、中国人日本語学習者による話題転換について、会話参加者の相互行
為という視点から、話題転換のパターンがどうなるかと「発話の順番取りシステム」という観点を用
い、中国人日本語学習者が話題転換するときの相互行為はどうなるかについて、さらに考察を行った。
結論として、次の二点をあげることができる。①話題転換のパターンについて、実際に会話のデータ
を分析し、先行研究に述べられた沈黙が生じるかどうかと沈黙が生じる場所に決められる「継続型」、
「断絶型」「割り込み型」に嵌められなく、話題転換についてパターンだけで考察することがデータの
多様性に対応できないことがわかった。②「発話の順番取りシステム」という観点の下で、中国人日
本語学習者による話題転換は、第一に、相手が発話権を譲っていないにもかかわらず、発話権を自己
選択で後続話題を導入する傾向がある、第二に、相手の発話権をパスし、自ら新しい話題を導入する
という特徴がある。前述した結果は実際に日本語を教えているときに、会話の練習に取り入れること
には有益な示唆になる。
しかし、学習者は実際に話題転換するときに、具体的などのような言語行動についてまだ不明だ。
そこで、中国人日本語学習者が話題転換するときに行った言語行動を今後の課題にし、さらに考察を
したい。
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The Structure of Topical Transitions in Conversation:
AnAnalysis of theData Collected from the Interactions between
Japanese and Chinese Participants on Friendly Terms
XU, Jiayao
The aim of this paper is to specify differences in the way Chinese and Japanese participants shift
topics when they interact with each other in the Japanese language. The data consist of three 20-
minute spontaneous Japanese conversations recorded in Japan. The analysis focused upon topic-
shifting patters and topic-shifting strategies observed in the data. The result does not show the topic-
shifting patterns as have been discussed in other research articles dealing with the same subject.
From the perspectives of interactional analysis, we might be able to conclude that Chinese
participants tend to change topics when they want to without giving any signals to their addressees.
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